






要旨:慢性疾患等の患児家族への支援活動の一環として、小児慢性特定疾患治療研究事業、

育成医療等の受給者家族を対象に実施している「家族のつどい」の意義について考察した。

共通体験をとおしての仲間意識を底流に、励まし合いと支え合い、療育上の情報・知恵の

交換などにより疾患や障害を克服し、療養と生活とを上手に調整しながら健常児と同様に

生きがいある生活を送れるように支援する方法としての有用性が確認できた。


